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	 [概要]	 亜高山のシラビソとオオシラビソの温帯針葉樹で見られる縞枯れ現象を一次元格子モデルを

用いて研究する。モデルは、山嶺から山頂に流れる風の影響を考慮している。確率と周期変化をモデル

に導入し、シミュレーションを行った。より現実的な時間及び空間変化のパターンの変化を再現した。 

[モデル]	 木々を一次元の線上に並べる。二つの確率を導入する。一つは、風上側の隣接する木が低い

時に木が枯れる確率である。もう一つは、風上側の隣接する木が高い時に成長する確率である。さらに、

季節による変化を考慮するために、確率に周期的な変動を加える。 

[結果]	 以下の結果が出た。 

•縞枯れのパターンが風上（山嶺）から風下（山頂）へと移動する。 

•周期を導入した場合、高い木と低い木の縞が時間周期的に現れる。 
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